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調査位置平面図 S=1:500

工事名

図面名

年月日

尺度 図面番号

会社名

事務所名

令和４年度　門川町衛生センター更新における
測量・調査業務

1：500

株式会社　共同技術コンサルタント

調査位置平面図

門川町環境水道課

令 和 5 年 2 月

東 臼 杵 郡 門 川 尾 末
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点  名 Ｘ座標 Ｙ座標

3K-1 -59261.590 60531.731

3K-2 -59345.268 60376.082

3K-3 -59300.015 60252.702

標高

3.720

4.814

3.851

3　級　基　準　点　座　標　リ　ス　ト

点  名 Ｘ座標 Ｙ座標

T1 -59339.288 60352.173

T2 -59306.330 60329.730

T3 -59298.227 60293.080

T3-1 -59243.398 60322.057

T4 -59315.939 60357.767

T5 -59298.984 60333.134

T6 -59290.448 60302.995

T7 -59287.888 60393.663

T8 -59271.475 60375.160

T9 -59256.704 60356.775

T10 -59246.610 60328.884

T11 -59301.912 60445.960

標高

4.674

4.459

4.006

3.159

5.316

5.715

5.524

5.588

5.728

5.665

5.648

3.662

4　級　基　準　点　座　標　リ　ス　ト

BorNo.4
GH = 5.16m
dep=20.00m

BorNo.3
GH = 5.70m
dep=20.00m

BorNo.5
GH = 5.88m
dep=40.00m

BorNo.2
GH = 5.55m
dep=20.00m

BorNo.1
GH = 5.30m
dep=20.00m

No.2(既往)
dep=15.00m

No.3(既往)
dep=15.00m

本業務ボーリング実施位置(5箇所)

既往ボーリング実施位置(3箇所)

凡例

注)既往のボーリング位置は紙面からよみとったもので正確な位置は不明。



土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
調 査 名 令和４年度門川町衛生センター更新における測量・調査業務

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象 土地造成 盛土・埋立て盛土のり面

ボ―リング 名 BorNo.1 調査位置 宮崎県東臼杵郡門川町大字門川尾末 北 緯 32°27′47.685″

発 注 機 関 門川町環境水道課環境係 調査期間 2022年 12月  5日 ～ 2022年 12月  8日 東 経 131°38′31.596″

調 査 業 者 名
株式会社 共同技術コンサルタント
電 話 0985-29-0240

主任技師 坂本 修一
地質調査技士

登録番号: 第12996号
現    場
代 理 人

長友 大
地質調査技士

登録番号: 第21405号
コ ア
鑑 定 者

福永 拓也
地質調査技士

登録番号: 第21292号
ボーリング
責 任 者

熊本 剛士
地質調査技士

登録番号: 第21088号
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盛土。径10mm以下の亜角礫～亜円礫を
主体とする。最大確認礫径は、約
50mm。
所々細粒分の含有量が多い。

細砂主体。上部に径10mm以下の礫分を
含む。含水比高い。

径50mm以下の粒径幅の広い礫分を主体
とする。
最大確認礫は、長さ約4cmの短柱状コ
ア。
礫形は、円礫～亜角礫。
砂分は、粗砂～中砂。

細砂主体。
上部にボラ等の径5mm程度の礫分や粗砂
～中砂を混入する。
深部は細粒の火山灰質土を混入する。
最大確認礫径は、約30mm。

細粒の火山灰質砂を主体とする。
径2mm程度の軽石片、腐植物片を混入す
る。
GL-10.95m付近に層境あり。

細砂主体。
部分的に貝殻片、中砂、軽石片、腐植
物片を混入する。
まれに礫分を含む。最大確認礫径は、
約30mm。
GL-12.60m、13.00m、14.00m、14.70m付
近に腐植物片を多量に含む。

10cm程度の間隔で径30mm以下の礫分が
密集する。
礫形は、亜円礫を主とする。

細粒分を主体とする。
縞状に腐植物片、木片を混入する。
砂分は細粒。
上部で所々砂分の含有量が多くなる。
GL-18.60～-18.70m間は砂分の含有量が
多い。
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
調 査 名 令和４年度門川町衛生センター更新における測量・調査業務

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象 土地造成 盛土・埋立て盛土のり面

ボ―リング 名 BorNo.2 調査位置 宮崎県東臼杵郡門川町大字門川尾末 北 緯 32°27′48.501″

発 注 機 関 門川町環境水道課環境係 調査期間 2022年 12月 13日 ～ 2022年 12月 19日 東 経 131°38′30.783″

調 査 業 者 名
株式会社 共同技術コンサルタント
電 話 0985-29-0240

主任技師 坂本 修一
地質調査技士

登録番号: 第12996号
現    場
代 理 人

長友 大
地質調査技士

登録番号: 第21405号
コ ア
鑑 定 者

福永 拓也
地質調査技士

登録番号: 第21292号
ボーリング
責 任 者

熊本 剛士
地質調査技士

登録番号: 第21088号
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GL-0.90m以深は、礫分の混入量が少な
くなる。

細砂～中砂を主体とする。

粒径幅の広い礫分を主体とする。
礫形は円礫～亜円礫。
最大確認礫は、長さ4cmの短柱状コア。
GL-6.00m以深は、礫径が小さくなる。

中砂～粗砂を主体とする。
礫分は、径20mm以下の円礫を主とす
る。
深部は細粒の火山灰質砂を多く含む。
GL-9.70m付近に腐植物片を多量に含
む。

細粒の火山灰質砂を主体とする。
全体に腐植物片を混入する。

細砂を主体とする。
全体に腐植物片、貝殻片、細粒分を含
む。
まれに径40mm程度の円礫～亜角礫を混
入する。
GL-13.00m、GL-13.80m、GL-14.85m付近
に腐植物片を多く含む。

細砂を主体とする。
径20mm以下の円礫を混入する。
全体に貝殻片を混入する。
GL-16.60m、16.80m付近に腐植物片を多
量に混入する。

径20mm以下の円礫を主体とする。
貝殻片を混入する。
最大確認礫径は、約50mm。

中砂～細砂を主体とする。
上部に径10mm以下の礫分を混入する。
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
調 査 名 令和４年度門川町衛生センター更新における測量・調査業務

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象 土地造成 盛土・埋立て盛土のり面

ボ―リング 名 BorNo.3 調査位置 宮崎県東臼杵郡門川町大字門川尾末 北 緯 32°27′49.957″

発 注 機 関 門川町環境水道課環境係 調査期間 2022年 12月 14日 ～ 2022年 12月 22日 東 経 131°38′31.679″

調 査 業 者 名
株式会社 共同技術コンサルタント
電 話 0985-29-0240

主任技師 坂本 修一
地質調査技士

登録番号: 第12996号
現    場
代 理 人

長友 大
地質調査技士

登録番号: 第21405号
コ ア
鑑 定 者

福永 拓也
地質調査技士

登録番号: 第21292号
ボーリング
責 任 者

長友 誠
地質調査技士

登録番号: 第14643号
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盛土。径50mm以下の粒径幅の広い礫分
を主体とする。
砂分は粗砂～中砂。
コンクリート片を含む。

細粒分を主体とする。
非常に締まっている。指圧にて変形可
能。
砂分は細砂を主とする。

径40mm以下の粒径幅の広い礫分を主体
とする。
最大確認礫径は、約80mm。
礫形は、円礫～亜角礫。
所々で砂分の混入量が多い。砂分は中
砂を主とする。
GL-5.70m以深は、礫径が小さくなる。

細砂を主体とする。
火山灰質土を混入する。
貝殻片、腐植物片、軽石片を混入す
る。

細粒の火山灰質砂を主体とする。
全体に腐植物片、貝殻片を混入する。

細砂を主体とする。
全体に細粒分を含む。
腐食物片、貝殻片を含む。
深部に礫分を含む。

細砂～中砂を主体とする。
径10mm以下の亜円礫を混入する。まれ
に径50mm程度の礫分を含む。
貝殻片、腐植物片、軽石片を混入す
る。
所々で礫分の混入量が多くなり砂礫状
を呈する。

粗砂～中砂を主体とする。
礫分は、径20mm以下の亜円礫を主体と
する。最大確認礫径は、約50mm。
貝殻片を含む。
GL-17.70m付近に軽石を多く混入する。
掘進中、GL-18.00m以深でボイリングが
発生。
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
調 査 名 令和４年度門川町衛生センター更新における測量・調査業務

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象 土地造成 盛土・埋立て盛土のり面

ボ―リング 名 BorNo.4 調査位置 宮崎県東臼杵郡門川町大字門川尾末 北 緯 32°27′48.691″

発 注 機 関 門川町環境水道課環境係 調査期間 2022年 11月 25日 ～ 2022年 11月 30日 東 経 131°38′33.444″

調 査 業 者 名
株式会社 共同技術コンサルタント
電 話 0985-29-0240

主任技師 坂本 修一
地質調査技士
登録番号: 第12996号

現    場
代 理 人

長友 大
地質調査技士
登録番号: 第21405号

コ ア
鑑 定 者

福永 拓也
地質調査技士
登録番号: 第21292号

ボーリング
責 任 者

熊本 剛士
地質調査技士
登録番号: 第21088号
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盛土。細粒分を主体とする。
径20mm以下の亜角礫を混入する。
砂分は細粒。
GL-1.70～-1.80m間は、砂分が粗粒とな
り砂礫状を呈する。

旧耕作土と考えられる。細粒分を主体
とする。
GL-2.00mの貫入試料中に植物片を混入
する。

中砂～細砂を主体とする。
径10mm以下の亜角礫を混入する。

径50mm以下の粒径幅の広い礫分を主体
とする。
最大確認礫径は、長さ約5cmの短柱状コ
ア。
砂分は中砂を主とする。

細砂主体。
径10mm以下の亜角礫～亜円礫を混入す
る。
GL-8.50m以深で腐植物片を混入。
GL-8.70～-8.90m間は、砂分が多く粒径
が粗い。
GL-9.80m以深で腐植物片を多く混入す
る。
GL-10.50m以深で貝殻片を混入する。

微細～細粒の火山灰質砂を主体とす
る。
所々に腐植物片、貝殻片を混入する。
深部ほど粒径が細粒となる。

細砂を主体とする。
腐植物片、木片、貝殻片を混入する。
所々で径20mm以下の亜角礫を混入す
る。

径30mm以下の亜角礫～亜円礫を主体と
する。
砂分は細粒～中粒。

細粒分を主体とする。
腐植物片、貝殻片を混入する。
砂分は細粒。
上部に径20mm以下の礫分を混入する。
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
調 査 名 令和４年度門川町衛生センター更新における測量・調査業務

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象 土地造成 盛土・埋立て盛土のり面

ボ―リング 名 BorNo.5 調査位置 宮崎県東臼杵郡門川町大字門川尾末 北 緯 32°27′48.732″

発 注 機 関 門川町環境水道課環境係 調査期間 2022年 12月 21日 ～ 2023年  1月 17日 東 経 131°38′31.986″

調 査 業 者 名
株式会社 共同技術コンサルタント
電 話 0985-29-0240

主任技師 坂本 修一
地質調査技士

登録番号: 第12996号
現    場
代 理 人

長友 大
地質調査技士

登録番号: 第21405号
コ ア
鑑 定 者

福永 拓也
地質調査技士

登録番号: 第21292号
ボーリング
責 任 者

熊本 剛士
地質調査技士

登録番号: 第21088号
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盛土。径20mm以下の亜角礫～亜円礫を
主体とする。
最大確認礫径は、約30mm。
風化岩礫が粘土化している。所々で礫
混じり粘土状を呈する。
砂分は細砂を主とする。

盛土。細粒分を主体とする。
砂分は細砂。指圧にて変形可能。

細砂～中砂を主体とする。
GL-2.80～-2.90m間は、粗粒となる。

粒径幅の広い礫分を主体とする。
礫形は、円礫～亜円礫を主とする。
最大確認礫径は、約80mm。
上部は細粒分が多く、礫径が小さい。

細砂～中砂を主体とする。
上部に径40mm以下の礫分を含む。
深部に火山灰質土を含む。
GL-9.90m付近に腐植物片を含む。

細粒の火山灰質土を主体とする。
腐植物片を混入する。
GL-12.80m付近は指圧砕困難で締まって
いる。

細砂～中砂を主体とする。
貝殻片、腐植物片を混入する。
まれに径60mmの円礫を含む。
GL-13.70～13.80m間は、細粒分が多
い。
GL-14.80m付近は細粒分が多い。

径10mm以下の円礫を主体とする。
最大確認礫径は、約30mm。
砂分は、中砂～細砂。
深部は礫径が小さくなり、砂分が多く
なる。
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GL-33.00m以深は礫分が多い。最大確認
礫径は約60mm。円礫を主とする。
指圧にて変形可能。
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